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要約  

SQL Developer は無料なのに、なぜ Toad®を選ぶ必要があるのでしょうか。このテクニカ

ルブリーフでは、その理由のトップ 5 を明らかにします。 
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はじめに  

Toad®は、Oracle の統合開発環境（Integrated Development Environment: IDE）として世界で最初に開発され

た製品の 1 つです。1995 年に開発者のために設計された Toad® for Oracle は、今やその対象は広がり、開発者、

DBA、アナリスト、管理者、サポートエンジニアを含む世界中の 100 万人を超えるユーザに使用されています。

Toad には極めて忠実なユーザである熱狂的な支持者がいます。彼らの熱狂ぶりは、Oracle OpenWorld などの

イベントや、世界中に無数に存在する Toad のユーザグループを見れば明らかです。また、多くのソフトウェア

企業が Toad の成功をまねようとしましたが、そのどれもが不十分だったと言わざるを得ません。Toad は依然

として Oracle の SQL Developer を含む他のツールを測定するための基準であり続けています。 

SQL Developer は、2005 年 12 月に初期採用者向けリリースとして登場しました。JDeveloper にすでに多く

の PL/SQL 開発機能が含まれていたにもかかわらず、SQL Developer が非常に高い関心を集めた理由には、無

料ということに加えて、Oracle の初の有望な Oracle PL/SQL 開発 IDE だったということがあります。SQL 

Developer には専用のユーザコミュニティがありますが、製品の登場から 5 年が経過しても、機能強化要求の

リスト（Toad for Oracle にはすでに装備されている機能）は増え続けています。 

この文書では、「SQL Developer は無料なのに、なぜ Toad®を選ぶべきなのか」という問いに対する答えを示

します。 

Toad for Oracle 

Toad for Oracle は、Oracle 開発者のツールであった初期の段階から、図 1 に示すようにさまざまな役割の担当

者に合うように組み立てられた新しいエディションに拡大しています。ほとんどの製品は、Oracle だけでなく、

SQL Server、IBM DB2、MySQL などの複数のデータベースプラットフォームで使用できます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1.Toad はさまざまなエディションで各種の担当者をサポート 
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Toad は、クラウドデータベース、NoSQL、Hadoop などのより新しい技術にも対応しています。Toad® 

Extension for Eclipse、Toad® Extension for Visual Studio、および Toad® for Cloud Databases がリリースさ

れています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.Toad の適用範囲はクラウドデータベース、NoSQL、Hadoop などの新しい技術にまで拡大 

 
 

SQL Developer 

2005 年に登場し、JDeveloper と同じプラットフォームをベースとする SQL Developer は、個人の Oracle 

PL/SQL 開発者をターゲットにしています。ビルド、テスト、デバッグ、プロファイル（Oracle 11g の階層プ

ロファイラのみ）など、開発作業の遂行に適したレベルの機能を備えています。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.SQL Developer は個人の開発者向けの設計 

 
SQL Developer は、Oracle 以外のデータベースプラットフォームに対する読み取りアクセスや、Oracle の

Times Ten インメモリデータベースや Oracle の Application Express（APEX）とのインターフェイスも提供し

ます。 
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SQLDeveloper よりも Toad を選ぶべ

き理由トップ 5 

誤解してはならないのは、Oracle SQL Developer と Toad for Oracle は同じでないということです。これら 2

つのツールを比較しただけで、本当の違いを調べずにそのような間違った結論を出しているケースが尐なくあ

りません。 

事実を見てみましょう。どのような開発ツールも、ユーザがデータベース内のオブジェクトを参照して Oracle

の表内のデータの表示と変更ができるようになっており、コード作成用のエディタ、デバッガ、コードプロフ

ァイラ、レポートツール、データをエクスポート／インポートする手段、およびグラフィカルなクエリビルダ

を備えています。Toad が登場して以来、これらの機能はどの開発 IDE にも当然あるものと思われています。

しかし、特に重要なビジネスアプリケーションの完全性とパフォーマンスが問題になる場合は、これらの機能

だけを基にして異なるツールを効果的に比較することはできません。 

この文書では、Toad for Oracle のすべてのエディションを調査し、生産性の観点から Oracle SQL Developer

と比較した代表的な結果を示します。この記事では、SQL Developer に欠けている機能を指摘するのではなく、

さらに踏み込んで、ユーザにとって最も重要な機能を分析します。 

しかし、どのようにして重要な機能が分かるのでしょうか。実は、Toad を世界中で最も大規模に導入してい

る企業の 1 つが Oracle なのです。SQL Developer が登場すると、Toad のユーザは無料で Toad と同じ機能が

得られると思って SQL Developer に移行しました。しかし、Toad でできたことが SQL Developer ではできな

いことを知り、今ではユーザの多くが Toad に戻っています。これだけでも、Toad がユーザにもたらす価値、

つまり、作業を効率化するために必要な価値を物語っています。 

では、なぜ Toad を選ぶ必要があるのでしょうか。それは、他のツールと異なり、Toad はアプリケーションコ

ードに関して本当に重要な特性である品質、パフォーマンス、保守性、チームコラボレーション、および生産

性を向上させるからです。 

理由 1：品質の問題 

コードの正確性、可読性、保守性に関するエキスパートアドバイス 

Toad（およびクエスト・ソフトウェア）の独自性を生み出す特徴の 1 つは、各分野の豊富な専門知識です。ク

エストのエキスパートたちは、Oracle、SQL Server、DB2、その他のプラットフォームに精通しています。

Toad for Oracle の場合は、PL/SQL の世界的第一人者である Steven Feuerstein がエキスパートとして参加し

ています。Steven のコーディングに関するベストプラクティスの多くが Toad の機能に盛り込まれており、そ

の範囲は有益なアドバイスから柔軟で自動化されたコードレビューにまでわたっています。 

Toad の開発者は、PL/SQL や SQL のコードに関するフィードバックをいつでも求めることができます。Toad

の自動化されたコードレビューアドバイザである Code Xpert がコードを分析し、コードの正確さだけでなく、

可読性と保守性の向上も含めて、コードを最適化するための詳しい修正案を提示します。これにより、Toad

の利点が開発チームや品質保証チームの全体に広がります。したがって、開発者が他のプロジェクトに移って

も、同じプログラムを引き継いだ人が何をすべきかわからないまま放置されることはありません。 

たとえば、ストアドプロシージャを作成したときにデータベースで ORA エラーや PLS エラーが発生しなけれ

ば、何も問題ないと見なしたい誘惑に駆られます。Toad を使用すると「プロシージャのどこかに不具合があ

るかもしれない」という心の奥に残る不安を解消できます。Toad のパーサに組み込まれた Steven の PL/SQL

に関するベストプラクティスによって、より優れたプログラミングの技法と理論を簡単に利用できます。 
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図 4.Toad がユーザの PL/SQL プログラムを改善する具体的な手順を提示 

 
Toad は、Steven のような経験豊かなプロのアドバイスによって経験の乏しい開発者がエキスパートになるた

めの支援を行うコーディングのコーチと考えることができます。これに対して、SQL Developer には、開発者

に対してより洗練されたコードを書くように促す機能がありません。その結果、実行速度は速くても品質が標

準以下で保守しにくいコードになることが尐なくありません。 
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コードの理解と文書化 

Toad は、保守サイクル中の開発者のために、プログラムの動作を文書化する機能も備えています。この機能

は、プログラムが操作するオブジェクトとアクセスの種類（作成、検索、更新、削除）を表示します。このア

クセスパターンを参考に、効率的なテストを計画できます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5.プログラムによるデータアクセスの状況を Toad が識別 

 
 

機能（単体）テスト 

アプリケーションコードの品質を確保するもう 1 つの方法は、PL/SQL プログラムの機能（単体）テストを実

施することです。Toad にも SQL Developer にも、次のように単体テストが用意されています。 

・ Quest® Code Tester for Oracle は、Toad® Development Suite for Oracle のコンポーネントです。

Steven Feuerstein が開発したこのツールを使って、予想される動作と結果に関するユーザの知識に基

づいて自動化することが可能なテストケースを簡単に作成できます。 

・Oracle SQL Developer の単体テストは IDE の内部に用意されていますが、その機能は限られています。

特に、ユーザがテストケースの作成方法を考え出す必要があるため、どう考えても自動化されたテス

トとは言えません。 

Quest Code Tester では、テストのシナリオ間をクリック操作で移動したり、設定なしですぐに実行できるテ

ストを使用したりできます。たとえば、主キーのリレーションシップ違反によって表から行を削除できないシ

ナリオをテストできます。
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図 6.Feuerstein による標準装備の機能テストを使ってプロと同じようにコードをテスト 
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優れたテストツールは、より多くのテストを実施する原動力になるため、非常に重要です。ほとんどの開発者

は、テストを嫌い、避けようとします。ちょっとした障害にぶつかっただけで、プログラムを書くなどの楽し

い作業に戻ってしまいがちです。Toad では、複数のデータ型にまたがってランダムな入力や特定の入力を簡単

にテストでき、表の状態を 26 通りの方法でテストすることもできます。次の図は、日付入力の設定がいかに

簡単にできるかを示しています。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 7.支援が必要な日付入力の設定も簡単 
 
 

Toad の直観的なテスト機能によって、より効果的にテストを作成できるため、必然的に開発や保守にコストが

かからない優れたプログラムが得られます。 
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理由 2：パフォーマンスの問題 

業界トップのアナリストに認識されている Toad のもう 1 つの強みは、アプリケーションのパフォーマンスです。

コードのパフォーマンスに関する問題を早い段階で解決できない開発チームは、本稼動時に深刻でコストのか

かる問題に直面するおそれがあります。 

代替の実行計画 

スクリプトや PL/SQL コードの SQL 実行パフォーマンスに関する問題を特定して解決するには、長年にわたる

経験が必要ですが、適切なツールがあれば話は別です。Toad はユーザに代わり対応してきました。開発中の

コードの実行計画を表示したり、実行済みのコードを調査したり、SGA から非効率な実行計画を見つけ出した

りできます。 

SQL Developer を含む多くのツールは SQL 文の実行計画をすぐに使用できる状態にしますが、Toad だけは代

替案を示す機能を備えています。まず、問題のある SQL 文を 1 つ選び、それを Toad で処理すると、数十個も

の SQL クエリと実行計画が表示され、その中から選べるようになります。Oracle のオプティマイザは非常に

強力で、リリースのたびに機能強化されていますが、データに関する要求を取り入れて理想的な実行計画を作

成できるまでには至っていません。Toad のコンポーネントである Quest® SQL Optimizer for Oracle に指示を

出してください。図 8 は、Toad が 1 つの SQL 文に対して 37 個の実行可能な計画を 28 秒で特定できたことを

示しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 8.Toad は、問題のある SQL 文に対する代替の実行計画をすばやく提示 
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書き換え後の個々のシナリオと元のクエリが並べて表示されるため、評価プロセスがとても簡単になります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 9.Toad では、個々の代替案と元のクエリが並べて表示されるため、簡単に比較できる 
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使い勝手 

こうした技術には、非常に簡単なインターフェイスが必要とされますが、そのような要求にも応えています。

[Optimize Current SQL（現在の SQL を最適化する）]ボタンをクリックして、Toad Editor の自動最適化機能を

起動するだけです。これにより、Quest SQL Optimizer を別個に開かなくても、まったく同じ最適化機能を利

用できます。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 10.Toad Editor から直接 SQL を最適化する 

 

問題のある文の特定 

もちろん、文を自動的にチューニングできるだけでは不十分で、チューニングが必要な文を特定する際の支援

機能が必要です。Toad では作成した文をすべてチューニングするのではなく、問題がある、または複雑であ

るためチューニングが必要などのように実行計画を分類できます。開発管理者や QA エンジニアは、Toad の

Scanner を使用して、アプリケーションプロジェクトやデータベース自体から問題のある計画をすべて抽出す

ることもできます。クエストにはアプリケーションパフォーマンスチューニングの分野で豊富な経験があり、

Toad には専門知識のレベルの違いに合わせてこの専門知識が活用されています。 

SQL Developer には、スクリプトや PL/SQL コードの SQL 文を特定してチューニングする機能はありません。

2009 年 6 月に Oracle の StatementofDirection に掲載された記事では、チューニング機能のサポートの予定が

表明されていますが、これは OEM のチューニングおよび診断パックを使用するだけのようです。この機能は

現在も OEM Database Control から使用できますが、個別のライセンスが必要です。Oracle から伝えられてい

る内容とは対照的に、Toad for Oracle では、SQL のチューニングや最適化の機能を使用するにあたり、OEM

の診断およびチューニングパックのライセンスは必要ありません。 

http://www.oracle.com/technology/products/database/sql_developer/files/sqldeveloperstatementofdirection.htm
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理由 3：保守性の問題 

コード変更案の影響の理解 

Steven がよく指摘するように、今日作成したコードは今後何年にもわたって保守する必要があります。Steven

によれば、開発者はコードをできる限り速く作成しようとしがちですが、これは実際には近視眼的なアプロー

チです。効果的に保守できないコードは、結局のところ将来のビジネスに負担をかけることになります。たと

えば、コードを保守する開発者がストアドプロシージャやパッケージの変更によって他のデータベースオブジ

ェクトにどのような潜在的影響が出るかを理解していなければ、ちょっとした変更でも下層のアプリケーショ

ンに大きな影響がおよぶ可能性があります。 

たとえ開発者に知識やアドバイスを与えても、開発者だけに頼って保守性の高いコードを作成することはでき

ません。保守性の高いコードの作成をシームレスに支援するツールがなければ、そのようなコードは得られま

せん。Toad の Code Road Map 機能では、コードとそれに関連するオブジェクトがグラフィカルに表現されま

す。これにより、コード（または表などのオブジェクト）の変更によって生じる、アプリケーションを破壊し

かねない潜在的な影響を完全に理解できます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 11.Code Road Map によって全体像を完全に理解できる 

 
Oracle SQL Developer にはこのような保守性を高める機能はないため、コードの変更案が他の部分に影響する

かどうかの確認はユーザに任されています。アプリケーションの至るところに保守すべきコードが大量にあり

ますが、それでもこの作業を行うのは無謀です。それは自動車保険に入らずに車を運転するようなものです。 
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標準への準拠の確認 

どのような保守性のルールが適切かは、組織ごとに判断しますが、どの組織においてもルールが一貫して確実

に履行されていなければなりません。SQL Developer には、一貫性を高めるためのコードテンプレートと、基

本的なコードリファクタリング機能しか用意されていません。これらの方法だけでは、作成したコードが必ず

しも保守しやすいコードになりません。 

Toad は、はるかに高度な機能を備えています。特に、開発管理者はアプリケーションに含まれるすべての

PL/SQL および SQL の総合的なコード品質レビュー機能を簡単に利用できます。これにより、管理者はコード

の品質を最初から測定し、開発ライフサイクル全体を通して品質を追跡できます。実装が不適切なコードは強

調表示され、改善方法のアドバイスとともに開発者に返されます。 

ソフトウェアプロジェクトの開始時から品質を管理する機能は、請負業者や遠隔地の開発チームとともに作業

する場合に特に重要です。Toad はアプリケーションコードに焦点を当てることにより、効率の悪いコードが

データベースに忍び込むのを防ぎます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 12.Toad は、すべての開発管理者の夢である統合されたコードレビューダッシュボードを装備 
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図 13.Toad は、問題を明確にする管理要約レポートを提供 
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理由 4：チームコラボレーションの問題 

良いチームワームは、アプリケーションの品質を向上させ、プログラムのボトルネックを軽減し、保守性の問

題を最小限に抑えることができます。しかし、多くの開発現場ではチームワークはいまだに難しい課題です。

開発チームでコーディング標準がどの程度効果的に使用されているかをユーザに尋ねると、笑顔で「それは課

題だね」と言われることがよくあります。 

Toad にはさまざまなコラボレーションツールが用意されてい

ます。たとえば、Project Manager ユーティリティ（右図）で

は、データベース、接続、データベースオブジェクト、スク

リプト、データモデル、To-Do 項目、常用する SQL コマンド、

FTP、およびローカルのフォルダとファイルをすべて 1 つの

インターフェイスにまとめることができます。これにより、

チームリーダーは新しい開発者に対して本格的な作業の開始

に必要なあらゆるものをとても簡単に伝授できます。 

Toad ではまた、チーム内の全員が頻繁に使用するデータベー

スオブジェクトに簡単にアクセスできるため、巨大なデータ

ベースを操作して必要なものを探す必要はなく、1 回のクリ

ックだけで定型的な作業を実行できます。 

Toad では、ユーザの作業がデータベースの内部だけでなく、

外部にも存在することが考慮されています。そのため、コー

ドやオブジェクトをバックアップする必要がある場合は、オ

ブジェクトノードから FTP フォルダノードへのドラッグアン

ドドロップ操作だけで済みます。 

この機能は、実際にはユーザの要求を受けて開発され、Toad

のパワーユーザにすぐに受け入れられました。Toad では、デ

ータベースに依存するウィジェットを作成できるだけでなく、

ユーザが時間を費やす部分に価値と機能が追加されています。 

この文書の冒頭で指摘したように、Oracle SQL Developer は

個々の開発者用の開発ツールとして設計されているため、他の開発者と何かを共有するための機能は最小限の

ものしかありません。これらの機能は、コードスニペット、コードテンプレート、およびフォーマッタテンプ

レートに限られています。開発現場では、テンプレートや構成体とともに、コーディング標準やその他のプロ

ジェクト関連情報をいつもと同じように配布するための最適な方法を見つけ出さなければなりません。これら

の機能はツール自体の内部に用意されている必要があり、その点で Toad は抜きん出ています。 

 

理由 5：生産性の問題 

シームレスな機能 

Toad は、今日まで常に生産性を重視しており、他の多くのベンダがユーザの効率を向上させようとしてき

たのに対し、常にその数歩先を進んでいます。 

Toad の最も重要なウィンドウは、コードを作成して編集するための Editor です。Editor の生産性機能は、キー

ボードショートカットだけではありません。Editor では、Toad の時間節約機能を考える必要もないほどシーム

レスに使用できます。Toad のどこが気に入っているかをユーザに尋ねると、決まって「Toad では、特に意識

しなくても必要な作業を進めることができる」という答えが返ってきます。 
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たとえば、SQL Developer のワークシートと Toad Editor のどちらでも、ユーザの入力に応じて文脈依存の索

引が表示されます。Toad for Oracle v10.5 では、さらに PL/SQL プログラム内のパラメータ名や変数名に関す

る文脈依存の索引や、複数の引数を含む PL/SQL パッケージ呼び出しに関する索引も表示されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

図 14.Toad for Oracle v10.5 は、パラメータ名や変数名の自動索引も装備 
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カスタマイズ可能なインターフェイス 

Toad は、さまざまな役割を持つ多くのユーザに使われるため、ユーザインターフェイスをユーザのニーズに合

わせてカスタマイズする簡単な手段を備えています。標準のツールバーやメニューの項目をすばやく削除、移

動、追加することにより、ユーザ各自のスタイルに合わせて生産性を最大限に高めることができます。Toad の

その他の機能も設定できます。たとえば、コードの作成中に特定のデータベースオブジェクト名や列名に関す

る情報を必要なときだけ表示したい場合は、そのような動作を設定できます。Oracle や SQL に慣れていない

場合は、入力されたコマンドに対するキーワードや予想されるトークンを示すように Editor を設定できます。

エキスパートな開発者はこの機能を無効にできます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

図 15.Toad の Editor は、コマンドに対するキーワードや予想されるトークンを示すように設定できる 

 

自動化 

Toad では、同じ SQL を何度も入力するような面倒な作業を自動化できます。また、複雑な作業を 1 回クリッ

クするだけの簡単な作業にすることもできます。Toad の Automation Designer は、以下の作業の組み合わせを

必要に応じて、または Windows のスケジュール設定に従って再現できるようにします。 

・ 1 つ以上の SQL 文を実行する 
 

・ Excel などの外部ファイルにクエリの結果や表の内容を保存する 
 

・ ファイルからデータベースにデータをインポートする 
 

・ データベースやスキーマレベルオブジェクトを比較して同期化する 
 

・ データベースの正常性チェックを実行する 
 

・ 結果やレポートの電子メール配信と FTP 配信を統合する 
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・ 1 つのオブジェクトまたはスキーマ全体の DDL スクリプトを生成する 

 

このような作業を自動化するかどうかが、優秀な開発者とエキスパート開発者の分かれ目です。このような自

動化機能を提供していない SQL Developer は、一部のユーザにとっては十分なツールかもしれませんが、忙し

すぎてこうした作業を手作業では実行できないユーザにとって、Toad は非常に貴重です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 16.多くの定型作業を保存して再利用することにより、何時間も節約 
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結論  

ツールが無料だというだけでは、お金の節約にはなりません。むしろ、間違った安心感を抱く可能性がありま

す。生産性の向上とコストの節約だけに焦点を当てると、品質、パフォーマンス、保守性のような他の本質的

特性が見落とされ、結果的に余計なお金がかかることになりかねません。SQL Developer は基本的な必須機能

を提供するだけで手一杯ですが、Toad は必須機能だけでなく、あれば便利な機能や以前には想像できなかっ

た機能なども豊富に提供します。 

Oracle 自体が Toad を世界中で最も大規模に導入している企業の 1 つです。SQL Developer が登場すると、

Toad のユーザの一部は無料で Toad と同じ機能が得られると思って SQL Developer に移行しましたが、Toad

でできたことが SQL Developer でできなかったため、多くのユーザが今では Toad に戻っています。これは、

ユーザ（Oracle も含めて）が Toad なしでは力を発揮できないことの確証です。 
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クエスト・ソフトウェアについて 

クエスト・ソフトウェアは、100,000 社を超える世界中の顧客に対して IT 管理の簡素化とコスト削減を図って

います。クエスト・ソフトウェアの革新的なソリューションは、最も困難な IT 管理の問題を容易に解決し、物

理環境、仮想環境、クラウド環境にわたって顧客の時間と費用を節約します。クエスト・ソフトウェアの詳細に

ついては、www.quest.com をご覧ください。 

クエスト・ソフトウェアへのお問い合わせ 

TEL： 03-3263-5241 

E-Mail：JapanSales@quest.com 

郵便： 東京都千代田区五番町 10 番地 五番町 KU ビル 3F 

クエスト・ソフトウェア株式会社 

 

クエスト・サポートへのお問い合わせ 

クエスト・サポートは、Quest 製品の体験版をお持ちのお客様、または製品版を購入し、有効な保守契約書をお

持ちのお客様がご利用いただけます。クエスト・サポートは、弊社の Web セルフサービスである SupportLink で、

24 時間体制のサービスを提供しています。SupportLink（https://support.quest.com）を参照してください。 

SupportLink では、以下のことを行うことができます。 

・クエスト・ソフトウェアのオンラインナレッジベースの検索 

・クエスト・ソフトウェア製品の最新リリース、マニュアル、パッチのダウンロード 

・サポート事例のログ記録 

・既存のサポート事例の管理 

サポートプログラム、オンラインサービス、連絡先情報、およびポリシーと手順の詳細については、『Global 

Support Guide』を参照してください。 

 
 
 
 
 
 
 
東京都千代田区五番町 10 番地 五番町 KU ビル 3F 

Tel：03-3263-5241 E-Mail：JapanSales@quest.com http://www.quest.com/japan 

 

©2010QuestSoftwareInc 

ALLRIGHT5 RE5ERVED 

Quest、Quest Software、Quest Software のロゴは、アメリカ合衆国および／またはその他の国における Quest Software, Inc.

の登録商標です。その他の商標および登録商標は各社に帰属します。 

WPW-7stepsDominoMig-Conroy-US-MJ-20101005 

 

http://www.quest.com/

	Cover
	WPD-Toad-EffectManaging-JP-EH-FINAL.pdf
	WPD-Toad-EffectManaging-JP-EH-COVER
	WPD-Toad-EffectManaging-JP-EH-BODY.pdf
	WPD-Toad-EffectManaging-JP-EH-COVER


